
被爆75周年記念図録

ヒロセキタマチ物語 （2020年11月） 発行：広島トヨタ・被爆75周年記念図録編集室　広島市中区広瀬北町2番24号

昭和23年（1948）、広島トヨタ販売（株）から広島トヨタ自動車（株）に社名変更

ヒロセキタマチ1号 ヒロセキタマチ1号（リヤ）

廣島トヨタ自動車株式会社
廣島県廣島市広瀬北町

廣島トヨタ自動車株式会社
廣島県廣島市広瀬北町

（写真上）
昭和33年（1958）に開催された広島復興大博
覧会の特装車も手掛けた。平和公園をメイン会
場に、大小さまざまな展示館が開設された。

（写真中）
昭和28年（1953）頃。まだ整備中だった平和公
園。広島市へ特装車3台を納車。右端に原爆ドーム
とまだ公園内に残っていた原爆スラムが見える。

（写真下）
左ページのヒロセキタマチ1号を後方から見た
ところ。サイドのモールが美しい。リヤ部分はピッ
クアップになっている。

昭和21（1946）年、広瀬北町に社屋を移転した頃。

表紙のヒロセキタマチ1号の
写真をカラーで復元したもの。

■記憶の解凍（白黒写真のカラー化）



昭和24年（1949）広島市広瀬北町の広島トヨタ本社サービス工場前で。

幾多の波を乗り越えて73年。
そばにはいつも仲間がいた。

2009年に社内用に作成したポスター。
前年のリーマンショックから
立ち上がろうと作成したもの
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昭和21(1946)年、千田町から広瀬北町に社屋を移転した頃。
アルバムを保管していた中川太芽雄（ためお）さん。
あの頃の思い出を聞かせて頂いた。

ヒロセキキタマチ3号の側面からみたところ。昭和24
年ごろか？広瀬北町の整備工場前で撮影したもの。
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写真をカラーで復元したもの。

■記憶の解凍（白黒写真のカラー化）

昭和24年(1949)の夏。完成したヒロセキタマチ4号と一緒に記念写真に
収まる開発チーム。自信みなぎる男たちの熱いまなざしが心に響く。

このアングルから見るととても上品で美しい白いセダン。とても
トラックシャーシから作った手作りの乗用車とは思えない。

ダッシュボードも素敵だ。物資の少ないこの時代
にこの内装。デザイン性も高くかなりの技術だ。

少しでも荷物が積めるようにと
この時代はピックアップが主流。

真ヨコから見た4号。流れるフォルム。
モダンで洗練されたスタイル。

広瀬北町サービス工場前で写真右がBM大型トラッ
ク、左がSB小型トラックのシャーシ。
よく見るとシャーシの上に8人の男たちがいる。工場壁
面のトヨタマークはサービス工場のシンボルマークだ
と分かった。昭和24年（1949）頃。

昭和21年頃。完成した当時の広瀬北町のサービス
工場。戦後は中古トラックの再生が中心だった。現
在もこの建物は残っている。
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昭和21(1946)年、千田町から広瀬北町に社屋を移転した頃。
アルバムを保管していた中川太芽雄（ためお）さん。
あの頃の思い出を聞かせて頂いた。

ヒロセキキタマチ3号の側面からみたところ。昭和24
年ごろか？広瀬北町の整備工場前で撮影したもの。

昭和24年10月にGHQの乗用車の生産制限が全面解除された。
これは同年11月に発売されたトヨペットSD型乗用車。
フェンダーにTOYOPETのアルファベットが素敵だ。

昭和26年頃、広瀬北町のサービス工場内であったトラック
シャーシの展示会。写真は26年発売のFZ型トラック。

昭和26年（1951）発売のトヨタSF型乗用車と広
瀬北町本社正門前で。まだ初代クラウン誕生前。

昭和24年11月頃。発売間もないSD型小型乗用
車の前で。記念写真におさまる広島トヨタ社員と
その家族。広瀬北町本社前で。

昭和24年夏、トヨタBM型トラックの荷台に上がる男たち。
実はこの年の7月に開催される平和都市建設法の住民投票を
呼び掛ける啓発運動にこのトラックが使われた。荷台下で立って
いるのが中川さんの父、輝義さん。

昭和24年投票日を呼び掛けるトラックの列。なんとトヨタの
BM型トラックだった。荷台の上にはメガホンを持った男たち。
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（広島市公文書館・ひろしま50年展パンフより）
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工場。戦後は中古トラックの再生が中心だった。現
在もこの建物は残っている。

昭和33年（1958）、広島復興大博覧会が開催された。被爆
から13年、広島市の人口も戦前の41万人に回復。一つの節
目でもあった。平和公園をメイン会場に広島城や百メートル
道路などで大小さまざまな展示館が開設された。広島博の
宣伝カー（特装車）も大活躍。広島市役所前でミス復興博た
ちと。（広島市公文書館提供）

広島博のポスター

昭和33年（1958）、
広島博を機に復元
された広島城天守
閣。廃墟から立ち上
がった広島の目覚ま
しい復興ぶりを内外
に深く印象づけた。

昭和28年（1953）頃。まだ整
備中だった百メートル道路。
ラパンセ像が設置されたアメ
リカ文化センターの前で。（現
在のクリスタルビル前辺り）

昭和30年（1955）平和公園に公会堂
という大きなホールが出来た。

昭和28年（1953）比治
山に放射能研究所ABCC
が出来た。かまぼこ型の
建物が珍しかった。

昭和28年（1953）頃。まだ
整備中だった平和公園。広島
市へ特装車3台を納車した。
右端に原爆ドームが見える。
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（広島市公文書館提供）

（大下隆雄撮影、広島市公文書館提供）

昭和35年
（1960）3月
広島港に完成

昭和21年
社屋を広瀬北町に移転
昭和23年（1948）
ヒロセキタマチ１号完成

開館　昭和27年（1952）12月

楽々園は
子どもの憧れだった。

ウオーター
シュート

放射線影響研究所（ABCC）
完成昭和26年（1951）

昭和28年（1953）
ラ・パンセ像が設置。
彫刻家柳原義達の作品

昭和28年（1953）から整備
昭和32年（1957）～33年（1958）
供木運動により緑化

この頃海水浴といえば
元宇品だった。

昭和33年（1958）3月
「広島復興大博覧会」
（4月1日～5月20日）
のために復元

昭和32年（1957）7月完成

主に昭和30年代に
工事が行われ
昭和40年
（1965）通水

昭和36年（1961）
9月開港

昭和30年
（1955）
7月完成

昭和30年（1955）
8月開館

昭和32年（1957）7月
バスターミナル完成

蒸気機関車が走っていた
昭和39年（1964）10月
山陽本線全線電化完了

昭和30年10月
広島ではじめて
天満屋についた

昭和30年
（1955）
5月完成

原爆
ドーム

比治山

昭和31年
4月完成

広島駅は旧駅舎だった

大きな
クスノキが
あった

福屋
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昭和22年（1947）生産を開始したトヨタSB型小型トラック。竣工間
もない上幟町の広島女学院高等学校前で。昭和23年（1948）頃。

昭和27年（1952）頃。トヨタSB型小型トラックの後期型。ヘッドライ
トをフェンダーに収めたSD型が誕生した。観音小のグランドにて。

昭和22年（1947）、トヨペットの愛称で登場したトヨタSB型トラッ
ク。乗用車は生産制限があったがSB型トラックは昭和27年までに1
万台以上が生産された。

昭和27年頃。草津にある海産物加工会社(株)ヒロスイのBXトラック。
荷台あおりにロゴが入り、納車前に記録として撮影しているところ。

昭和26年。灘の萬歳酒造の富貴のロゴが入ったBXトラック。
広島の酒販店の発注か。観音町の車体加工工場の前で。

天満屋仕様のBXトラック。荷台あおりを高くしてありいろんな種類
の荷物を運べるようになっている。昭和27年（1952）頃。

昭和26～28年（1951～53）に発
売されたトヨタBX型トラック。全長
6.61m。水冷直列6気筒OHVエン
ジン。排気量3386cc。4トントラッ
クはたくさんの荷物を運ぶ商工業
者にはに欠かせないトラックだっ
た。

昭和27年頃。トヨタBXトラックと
広島市観音町にあったトヨタ車体工場前で。
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昭和27年(1952)頃。この時代はトラ
ックとピックアップと両型式のシャー
シが生産された。これはSG型シャーシ
にボディ架装がされたもの。気品ある
デザインが美しい。

トヨタSB型トラックのシャーシを利用して作ったピックアップ。ヒロセ
キタマチ4号。昭和24年（1949）夏、広瀬北町本社にて。

上記SG型を後方から荷台部分を見たところ。前方の門柱観音小学
校の正門。ちょうど運動会の時のようだ。

トヨペットSG型ピックアップ乗用車。後部座席は大人3名が乗れるス
ペースがある。昭和27年頃。

昭和28年（1953）発売になったトヨペットRK型トラックのピックア
ップ。この時代は2ドアが主流で後部座席はドアがない。

トヨペットSG型シャーシから作ったピックアップ。昭和28年
(1953)、まだ整備中の百メートル道路にて。バックはアメリカ文化セ
ンター前のラパンセ像。

上記、RK型ピックアップのリヤ部分。1トンまで積める積載重量が魅
力だった。左は観音小学校。
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なんと試作車はピックアップだった。



昭和24年10月にGHQの乗用車の生産制限が全面解除された。
これは同年11月に発売されたトヨペットSD型乗用車。
フェンダーにTOYOPETのアルファベットが素敵だ。

昭和26年頃、広瀬北町のサービス工場内であったトラック
シャーシの展示会。写真は26年発売のFZ型トラック。

昭和26年（1951）発売のトヨタSF型乗用車と広
瀬北町本社正門前で。まだ初代クラウン誕生前。

昭和24年11月頃。発売間もないSD型小型乗用
車の前で。記念写真におさまる広島トヨタ社員と
その家族。広瀬北町本社前で。

昭和24年夏、トヨタBM型トラックの荷台に上がる男たち。
実はこの年の7月に開催される平和都市建設法の住民投票を
呼び掛ける啓発運動にこのトラックが使われた。荷台下で立って
いるのが中川さんの父、輝義さん。

昭和24年投票日を呼び掛けるトラックの列。なんとトヨタの
BM型トラックだった。荷台の上にはメガホンを持った男たち。

広
島
に
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広
瀬
北
町
の
本
社
看
板
前
で
。

（広島市公文書館・ひろしま50年展パンフより）

昭和22年（1947）生産を開始したトヨタSB型小型トラック。竣工間
もない上幟町の広島女学院高等学校前で。昭和23年（1948）頃。

昭和27年（1952）頃。トヨタSB型小型トラックの後期型。ヘッドライ
トをフェンダーに収めたSD型が誕生した。観音小のグランドにて。

昭和22年（1947）、トヨペットの愛称で登場したトヨタSB型トラッ
ク。乗用車は生産制限があったがSB型トラックは昭和27年までに1
万台以上が生産された。

昭和27年頃。草津にある海産物加工会社(株)ヒロスイのBXトラック。
荷台あおりにロゴが入り、納車前に記録として撮影しているところ。

昭和26年。灘の萬歳酒造の富貴のロゴが入ったBXトラック。
広島の酒販店の発注か。観音町の車体加工工場の前で。

天満屋仕様のBXトラック。荷台あおりを高くしてありいろんな種類
の荷物を運べるようになっている。昭和27年（1952）頃。

昭和26～28年（1951～53）に発
売されたトヨタBX型トラック。全長
6.61m。水冷直列6気筒OHVエン
ジン。排気量3386cc。4トントラッ
クはたくさんの荷物を運ぶ商工業
者にはに欠かせないトラックだっ
た。

昭和27年頃。トヨタBXトラックと
広島市観音町にあったトヨタ車体工場前で。

トヨペットSG型トラックのシャーシを利用した広島市役所の
ライトバン3台。昭和30年頃。まだ整備中の平和公園にて。

広島博宣伝カーの前で納車前の記念写真。この時代にここまでの
特装車を作る技術を持ち得ていた先人たちを誇りに思う。

中国電気工事（中電工）の特装車。フロントには英文で社名が入って
いる。ベース車はトヨペットルートトラック。

スケート場で有名なヒロシマアリーナの宣伝カー兼マイクロバス。
ベース車はトヨペットルートトラック。昭和29年(1954)年頃。

比治山にある放射線影響研究所（ABCC）の前で。フロントに横文字で
FUJISAWA YAKUHIN（藤沢薬品）と入っている。昭和33年頃か？

国鉄労組の特装車。広島地方本部のマイクロバス。後ろに人が立て
るデッキがある。ベース車はダイナ。

見事に甦ったトヨタFHJ消防車。ホイー
ルベースが2.5mになった新型シャーシ
を持つ。エンジンはトヨタ・トラックのF型
6気筒OHV3878cc、105psを消防規
格にしたエンジンを搭載。昭和30年頃。

事故に遭遇したのか？横転したの
か？ボコボコになったトヨタFHJ型
消防車。

これが広島博の特装車内部。後
方にはテーブルが置かれ、応接
コーナーに。両サイド上部には
扇風機までセットされている。

右のABBCの特装車の
架装途中の写真。シャー
シとフレームだけのマイ
クロバス。

これが広島博の宣伝カー。博覧会にふさわし
い斬新なデザインが目をひく。後部はデッキ
になっており、ミス広島博の美しい女性たち
が手を振って来場を呼びかけた。



昭和33年（1958）、広島復興大博覧会が開催された。被爆
から13年、広島市の人口も戦前の41万人に回復。一つの節
目でもあった。平和公園をメイン会場に広島城や百メートル
道路などで大小さまざまな展示館が開設された。広島博の
宣伝カー（特装車）も大活躍。広島市役所前でミス復興博た
ちと。（広島市公文書館提供）

広島博のポスター

昭和33年（1958）、
広島博を機に復元
された広島城天守
閣。廃墟から立ち上
がった広島の目覚ま
しい復興ぶりを内外
に深く印象づけた。

昭和28年（1953）頃。まだ整
備中だった百メートル道路。
ラパンセ像が設置されたアメ
リカ文化センターの前で。（現
在のクリスタルビル前辺り）

昭和30年（1955）平和公園に公会堂
という大きなホールが出来た。

昭和28年（1953）比治
山に放射能研究所ABCC
が出来た。かまぼこ型の
建物が珍しかった。

昭和28年（1953）頃。まだ
整備中だった平和公園。広島
市へ特装車3台を納車した。
右端に原爆ドームが見える。

ひ
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（広島市公文書館提供）

（大下隆雄撮影、広島市公文書館提供）

昭和35年
（1960）3月
広島港に完成

昭和21年
社屋を広瀬北町に移転
昭和23年（1948）
ヒロセキタマチ１号完成

開館　昭和27年（1952）12月

楽々園は
子どもの憧れだった。

ウオーター
シュート

放射線影響研究所（ABCC）
完成昭和26年（1951）

昭和28年（1953）
ラ・パンセ像が設置。
彫刻家柳原義達の作品

昭和28年（1953）から整備
昭和32年（1957）～33年（1958）
供木運動により緑化

この頃海水浴といえば
元宇品だった。

昭和33年（1958）3月
「広島復興大博覧会」
（4月1日～5月20日）
のために復元

昭和32年（1957）7月完成

主に昭和30年代に
工事が行われ
昭和40年
（1965）通水

昭和36年（1961）
9月開港

昭和30年
（1955）
7月完成

昭和30年（1955）
8月開館

昭和32年（1957）7月
バスターミナル完成

蒸気機関車が走っていた
昭和39年（1964）10月
山陽本線全線電化完了

昭和30年10月
広島ではじめて
天満屋についた

昭和30年
（1955）
5月完成

原爆
ドーム

比治山

昭和31年
4月完成

広島駅は旧駅舎だった

大きな
クスノキが
あった

福屋

昭和27年(1952)頃。この時代はトラ
ックとピックアップと両型式のシャー
シが生産された。これはSG型シャーシ
にボディ架装がされたもの。気品ある
デザインが美しい。

トヨタSB型トラックのシャーシを利用して作ったピックアップ。ヒロセ
キタマチ4号。昭和24年（1949）夏、広瀬北町本社にて。

上記SG型を後方から荷台部分を見たところ。前方の門柱観音小学
校の正門。ちょうど運動会の時のようだ。

トヨペットSG型ピックアップ乗用車。後部座席は大人3名が乗れるス
ペースがある。昭和27年頃。

昭和28年（1953）発売になったトヨペットRK型トラックのピックア
ップ。この時代は2ドアが主流で後部座席はドアがない。

トヨペットSG型シャーシから作ったピックアップ。昭和28年
(1953)、まだ整備中の百メートル道路にて。バックはアメリカ文化セ
ンター前のラパンセ像。

上記、RK型ピックアップのリヤ部分。1トンまで積める積載重量が魅
力だった。左は観音小学校。
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なんと試作車はピックアップだった。
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昭和22年（1947）生産を開始したトヨタSB型小型トラック。竣工間
もない上幟町の広島女学院高等学校前で。昭和23年（1948）頃。

昭和27年（1952）頃。トヨタSB型小型トラックの後期型。ヘッドライ
トをフェンダーに収めたSD型が誕生した。観音小のグランドにて。

昭和22年（1947）、トヨペットの愛称で登場したトヨタSB型トラッ
ク。乗用車は生産制限があったがSB型トラックは昭和27年までに1
万台以上が生産された。

昭和27年頃。草津にある海産物加工会社(株)ヒロスイのBXトラック。
荷台あおりにロゴが入り、納車前に記録として撮影しているところ。

昭和26年。灘の萬歳酒造の富貴のロゴが入ったBXトラック。
広島の酒販店の発注か。観音町の車体加工工場の前で。

天満屋仕様のBXトラック。荷台あおりを高くしてありいろんな種類
の荷物を運べるようになっている。昭和27年（1952）頃。

昭和26～28年（1951～53）に発
売されたトヨタBX型トラック。全長
6.61m。水冷直列6気筒OHVエン
ジン。排気量3386cc。4トントラッ
クはたくさんの荷物を運ぶ商工業
者にはに欠かせないトラックだっ
た。

昭和27年頃。トヨタBXトラックと
広島市観音町にあったトヨタ車体工場前で。

トヨペットSG型トラックのシャーシを利用した広島市役所の
ライトバン3台。昭和30年頃。まだ整備中の平和公園にて。

広島博宣伝カーの前で納車前の記念写真。この時代にここまでの
特装車を作る技術を持ち得ていた先人たちを誇りに思う。

中国電気工事（中電工）の特装車。フロントには英文で社名が入って
いる。ベース車はトヨペットルートトラック。

スケート場で有名なヒロシマアリーナの宣伝カー兼マイクロバス。
ベース車はトヨペットルートトラック。昭和29年(1954)年頃。

比治山にある放射線影響研究所（ABCC）の前で。フロントに横文字で
FUJISAWA YAKUHIN（藤沢薬品）と入っている。昭和33年頃か？

国鉄労組の特装車。広島地方本部のマイクロバス。後ろに人が立て
るデッキがある。ベース車はダイナ。

見事に甦ったトヨタFHJ消防車。ホイー
ルベースが2.5mになった新型シャーシ
を持つ。エンジンはトヨタ・トラックのF型
6気筒OHV3878cc、105psを消防規
格にしたエンジンを搭載。昭和30年頃。

事故に遭遇したのか？横転したの
か？ボコボコになったトヨタFHJ型
消防車。

これが広島博の特装車内部。後
方にはテーブルが置かれ、応接
コーナーに。両サイド上部には
扇風機までセットされている。

右のABBCの特装車の
架装途中の写真。シャー
シとフレームだけのマイ
クロバス。

これが広島博の宣伝カー。博覧会にふさわし
い斬新なデザインが目をひく。後部はデッキ
になっており、ミス広島博の美しい女性たち
が手を振って来場を呼びかけた。

■中川輝義さんの横顔
この人がアルバム作成者の故・中川輝義さん。昭和21年
復員後、広瀬北町の当社サービス工場の一角で車体の
架装や板金加工を始められた。アルバムの中で唯一クル
マが写っていない写真がこの写真。ABCCへ特装車を納
品した帰りか？比治山の展望台からの風景。輝義さんの
バックに復興途中の広島の町が広がる。昭和30年頃。

ヒロセキタマチ1号が撮影されたと思われる場所と
ほぼ同じ位置に立つ当社藤井一裕社長(右)と中川
太芽雄さん。

アルバムを見ながら当時を振り返る
中川太芽雄さん。隣りは菅川編集委員。

中川太芽雄さん（左）と父輝義さ
ん。原爆投下前の猿楽町にあった
車体加工工場兼自宅前で撮影さ
れたと見られる。

原爆投下前、中川太芽雄さんの父輝義
さんが車体加工場兼自宅を構えていた
爆心地近くの広島市猿楽町。1940年
（昭和15）に撮影。

福山自動車時計博物館の宮本一輝副館
長。今回の取材で貴重な話を聞かせて
頂いた。初代クラウン展示車の前で。

ー

●

広島トヨタ自動車（株）   代表取締役社長  藤井 一裕

●被爆75年に寄せて

ためお



被爆75周年記念図録

ヒロセキタマチ物語 （2020年11月） 発行：広島トヨタ・被爆75周年記念図録編集室　広島市中区広瀬北町2番24号

昭和23年（1948）、広島トヨタ販売（株）から広島トヨタ自動車（株）に社名変更

ヒロセキタマチ1号 ヒロセキタマチ1号（リヤ）

廣島トヨタ自動車株式会社
廣島県廣島市広瀬北町

廣島トヨタ自動車株式会社
廣島県廣島市広瀬北町

昭和27年(1952)頃。この時代はトラ
ックとピックアップと両型式のシャー
シが生産された。これはSG型シャーシ
にボディ架装がされたもの。気品ある
デザインが美しい。

トヨタSB型トラックのシャーシを利用して作ったピックアップ。ヒロセ
キタマチ4号。昭和24年（1949）夏、広瀬北町本社にて。

上記SG型を後方から荷台部分を見たところ。前方の門柱観音小学
校の正門。ちょうど運動会の時のようだ。

トヨペットSG型ピックアップ乗用車。後部座席は大人3名が乗れるス
ペースがある。昭和27年頃。

昭和28年（1953）発売になったトヨペットRK型トラックのピックア
ップ。この時代は2ドアが主流で後部座席はドアがない。

トヨペットSG型シャーシから作ったピックアップ。昭和28年
(1953)、まだ整備中の百メートル道路にて。バックはアメリカ文化セ
ンター前のラパンセ像。

上記、RK型ピックアップのリヤ部分。1トンまで積める積載重量が魅
力だった。左は観音小学校。
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なんと試作車はピックアップだった。
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トヨペットSG型トラックのシャーシを利用した広島市役所の
ライトバン3台。昭和30年頃。まだ整備中の平和公園にて。

広島博宣伝カーの前で納車前の記念写真。この時代にここまでの
特装車を作る技術を持ち得ていた先人たちを誇りに思う。

中国電気工事（中電工）の特装車。フロントには英文で社名が入って
いる。ベース車はトヨペットルートトラック。

スケート場で有名なヒロシマアリーナの宣伝カー兼マイクロバス。
ベース車はトヨペットルートトラック。昭和29年(1954)年頃。

比治山にある放射線影響研究所（ABCC）の前で。フロントに横文字で
FUJISAWA YAKUHIN（藤沢薬品）と入っている。昭和33年頃か？

国鉄労組の特装車。広島地方本部のマイクロバス。後ろに人が立て
るデッキがある。ベース車はダイナ。

見事に甦ったトヨタFHJ消防車。ホイー
ルベースが2.5mになった新型シャーシ
を持つ。エンジンはトヨタ・トラックのF型
6気筒OHV3878cc、105psを消防規
格にしたエンジンを搭載。昭和30年頃。

事故に遭遇したのか？横転したの
か？ボコボコになったトヨタFHJ型
消防車。

これが広島博の特装車内部。後
方にはテーブルが置かれ、応接
コーナーに。両サイド上部には
扇風機までセットされている。

右のABBCの特装車の
架装途中の写真。シャー
シとフレームだけのマイ
クロバス。

これが広島博の宣伝カー。博覧会にふさわし
い斬新なデザインが目をひく。後部はデッキ
になっており、ミス広島博の美しい女性たち
が手を振って来場を呼びかけた。

■中川輝義さんの横顔
この人がアルバム作成者の故・中川輝義さん。昭和21年
復員後、広瀬北町の当社サービス工場の一角で車体の
架装や板金加工を始められた。アルバムの中で唯一クル
マが写っていない写真がこの写真。ABCCへ特装車を納
品した帰りか？比治山の展望台からの風景。輝義さんの
バックに復興途中の広島の町が広がる。昭和30年頃。

ヒロセキタマチ1号が撮影されたと思われる場所と
ほぼ同じ位置に立つ当社藤井一裕社長(右)と中川
太芽雄さん。

アルバムを見ながら当時を振り返る
中川太芽雄さん。隣りは菅川編集委員。

中川太芽雄さん（左）と父輝義さ
ん。原爆投下前の猿楽町にあった
車体加工工場兼自宅前で撮影さ
れたと見られる。

原爆投下前、中川太芽雄さんの父輝義
さんが車体加工場兼自宅を構えていた
爆心地近くの広島市猿楽町。1940年
（昭和15）に撮影。

福山自動車時計博物館の宮本一輝副館
長。今回の取材で貴重な話を聞かせて
頂いた。初代クラウン展示車の前で。
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広島トヨタ自動車（株）   代表取締役社長  藤井 一裕
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被爆75周年記念図録

ヒロセキタマチ物語 （2020年11月） 発行：広島トヨタ・被爆75周年記念図録編集室　広島市中区広瀬北町2番24号

昭和23年（1948）、広島トヨタ販売（株）から広島トヨタ自動車（株）に社名変更

ヒロセキタマチ1号 ヒロセキタマチ1号（リヤ）

廣島トヨタ自動車株式会社
廣島県廣島市広瀬北町

廣島トヨタ自動車株式会社
廣島県廣島市広瀬北町

ー



■中川輝義さんの横顔
この人がアルバム作成者の故・中川輝義さん。昭和21年
復員後、広瀬北町の当社サービス工場の一角で車体の
架装や板金加工を始められた。アルバムの中で唯一クル
マが写っていない写真がこの写真。ABCCへ特装車を納
品した帰りか？比治山の展望台からの風景。輝義さんの
バックに復興途中の広島の町が広がる。昭和30年頃。

ヒロセキタマチ1号が撮影されたと思われる場所と
ほぼ同じ位置に立つ当社藤井一裕社長(右)と中川
太芽雄さん。

アルバムを見ながら当時を振り返る
中川太芽雄さん。隣りは菅川編集委員。

中川太芽雄さん（左）と父輝義さ
ん。原爆投下前の猿楽町にあった
車体加工工場兼自宅前で撮影さ
れたと見られる。

原爆投下前、中川太芽雄さんの父輝義
さんが車体加工場兼自宅を構えていた
爆心地近くの広島市猿楽町。1940年
（昭和15）に撮影。

福山自動車時計博物館の宮本一輝副館
長。今回の取材で貴重な話を聞かせて
頂いた。初代クラウン展示車の前で。

ー

●

広島トヨタ自動車（株）   代表取締役社長  藤井 一裕

●被爆75年に寄せて

ためお

お問い合わせ先

広島トヨタ自動車（株） 総務部 社史編纂室

広島市中区広瀬北町2-24  ☎082-291-1024（ダイヤルイン）

被爆75周年記念図録

ヒロセキタマチ物語 （2020年11月） 発行：広島トヨタ・被爆75周年記念図録編集室　広島市中区広瀬北町2番24号

昭和23年（1948）、広島トヨタ販売（株）から広島トヨタ自動車（株）に社名変更

ヒロセキタマチ1号 ヒロセキタマチ1号（リヤ）

廣島トヨタ自動車株式会社
廣島県廣島市広瀬北町

廣島トヨタ自動車株式会社
廣島県廣島市広瀬北町

冊子をご希望の方は、

下記お問い合わせ先まで、

お電話ください。

※数に限りがございます。※無くなり次第終了となります。


